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ピコタクシー☎0266-
71-1181）で渋ノ湯に戻
る。
宿泊問合せ先　渋御

殿湯☎0266-67-2733、
本沢温泉☎090-5446-
1205
登山届提出先　長野

県観光部山岳高原観光
課 fax 03-6862-5035
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夏
沢
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本
沢
温
泉

硫
黄
岳

美
濃
戸
口

体力

技術 ／ 装備

東天狗岳から根石岳に向かう。吹き抜ける強風に吹き飛ばされてしまうため、広いコルには積雪が少ない

1
泊
2
日

北ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
主
稜
線
を
歩
く
雪
山
縦
走

の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
。
渋
ノ
湯
と
美
濃
戸

口
へ
は
路
線
バ
ス
が
冬
季
も
運
行
し
て
い
る

た
め
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
く
、
要
所
に
通
年

営
業
の
山
小
屋
が
あ
る
の
で
、
天
候
が
急
変

し
た
場
合
も
心
強
い
。

　
渋
ノ
湯
か
ら
天
狗
岳
へ
は
入
山
者
も
多
く
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
週
末
に
は
多
く
の
登
山
者

で
に
ぎ
わ
う
。
東
天
狗
で
は
南
北
八
ヶ
岳
の

ほ
か
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
が
遠
望
で
き

る
。
東
天
狗
か
ら
先
は
登
山
者
が
急
に
少
な

く
な
る
。
雪
崩
な
ど
の
リ
ス
ク
の
高
い
白
砂

新
道
は
避
け
て
夏
沢
峠
か
ら
東
へ
と
下
り
、

本
沢
温
泉
に
宿
泊
。
翌
日
夏
沢
峠
ま
で
登
り

返
し
、
硫
黄
岳
を
め
ざ
す
。
広
い
斜
面
に
は

大
ケ
ル
ン
が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
、
進
路
の

目
印
に
す
る
と
よ
い
。
硫
黄
岳
山
頂
で
横
岳

か
ら
赤
岳
、
阿
弥
陀
岳
を
一
望
し
、
赤
岳
鉱

泉
へ
と
下
る
。
赤
岩
ノ
頭
の
手
前
で
左
の
急

斜
面
に
入
る
。
ル
ー
ト
を
見
失
な
わ
な
い
よ

う
注
意
し
て
歩
こ
う
。

 

（
星
野
秀
樹
＝
写
真
　
編
集
部
＝
文
）

八
ヶ
岳
登
山
の
玄
関
口
・
渋
ノ

湯
か
ら
天
狗
岳
、
南
八
ヶ
岳
の

硫
黄
岳
を
結
ぶ
こ
の
コ
ー
ス
は
、

天狗岳、硫黄岳は岩と雪が入り交じ
る斜面を登るので、アイゼンとピッ
ケルが必須。樹林帯が続く渋ノ湯―
黒百合平、夏沢峠―本沢温泉、赤岳
鉱泉―美濃戸口ではストックが便利。

アイゼン トレッキング
ポール

ピッケル

黒百合平から天狗岳、夏沢峠直下か
ら硫黄岳に急登がある。硫黄岳から
赤岳鉱泉への下降はやや長いので、
疲労によるスリップや転倒に注意。

 ★ ★ ★ ★ ★

天狗岳と硫黄岳の登りは岩と雪のミ
ックス帯があるので、アイゼン歩行
に習熟しておきたい。降雪直後や視
界不良時は地図読み技術も必要。

 ★ ★ ★ ★ ★

S
T
E
P  

U
P

天狗岳〜硫黄岳

北アルプス／燕岳

天狗岳往復

気象条件が厳しく、冬はアプローチ
が長くなる燕岳だが、年末年始は入
山者が多く、山小屋が利用できる。
ステップアップの目標にしよう。

北八ヶ岳随一の人気コース、天狗岳
の往復登山を一度経験しておくと心
強い。雪山経験者の同行が得られる
なら、天狗岳西尾根も歩いておこう。

紹介ルート

歩行時間　1日目＝8
時間10分　2日目＝7
時間35分
アクセス［公共交通
機関］　行き JR中央本
線茅野駅⇒渋ノ湯（バ
ス1時間／1 1 5 0円／
アルピコ交通バス☎
0266-72-7141）　帰り
美濃戸口（バス37分／
930円／アルピコ交通
バス）茅野駅
アクセス［マイカー］ 
中央道諏訪南ICより八
ヶ岳エコーラインなど
を経て約23km、約40分。
渋ノ湯の有料駐車場を
利用する（1日1000円）。
下山後はタクシー（約
50分／約7200円／アル

 

計
画
と
装
備 

［
雪
山
縦
走
の
場
合
］

1 アウタージャケット・パンツ／
ジャケットは耐風・防水重視でゴ
アテックス、パンツは動きやすさ
と透湿重視でポーラテック・ネオ
シェルを選択　2 防寒着（上）／
行動中に着ても湿気でつぶれにく
い化繊わたのフーディー　3 アン
ダーウェア（上下）／化繊素材の
パタゴニア・キャプリーン　4 中
間着（上下）／メリノウールのジ
ップTとソフトシェルパンツ　5 
ソックス／行動用も予備も厚手の
ウール　6 グローブ／行動と予備
で2セット　7 ニット帽と目出帽　
8 サングラス　9 地図・コンパス
・スマホ・メモ帳・ナイフ・コン

パクトデジタルカメラ／すべてア
ウターシェルのポケットに入れて
携行　10 保温ボトル／中には白
湯　11 クッカーとガスストー
ブ／緊急用に持つ　12 ファース
トエイドキット　13 エマージェ
ンシーブランケット・ポリ袋・ス
リングとカラビナ　14 防水スタ
ッフサック／濡らしたくない予備
のグローブなどを収納　15 ツエ
ルト　16 ヘッドランプ　17 バッ
クパック　18 ロングスパッツ　
19 ピッケル／急斜面で使いやす
いよう短めを選択　20 トレッキ
ングポール／樹林帯で使う　21 
登山靴　22 アイゼン

と
つ
の
山
の
山
頂
に
立
つ
だ
け

の
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
に
比
べ
て
縦

走
が
難
し
い
の
は
、
稜
線
で
の

山
縦
走
は
、
樹
林
帯
の
行
動
と

森
林
限
界
を
越
え
る
エ
リ
ア
で

の
行
動
と
で
は
、
必
要
装
備
が

行
動
時
間
が
長
い
か
ら
だ
。
八
ヶ
岳
で
は
標

高
2
4
0
0
m
付
近
で
森
林
限
界
を
越
え
る

た
め
、
縦
走
の
際
は
強
烈
な
風
雪
に
さ
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
雪
山
縦
走
に
挑
戦
す

る
前
に
、
森
林
限
界
以
上
の
山
へ
の
ピ
ー
ク

ハ
ン
ト
で
雪
山
の
経
験
を
重
ね
て
、
ア
イ
ゼ

ン
歩
行
や
ピ
ッ
ケ
ル
の
使
い
方
な
ど
、
基
礎

的
な
歩
行
技
術
に
習
熟
し
、
風
雪
な
ど
の
気

象
条
件
に
対
処
す
る
方
法
を
身
に
つ
け
て
お

き
た
い
。
同
時
に
、
先
行
者
の
ト
レ
ー
ス
頼

み
に
な
ら
な
い
よ
う
、
雪
山
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
技
術
も
学
ん
で
お
こ
う
。

　
最
初
に
挑
戦
す
る
雪
山
縦
走
は
、
岩
稜
や

急
斜
面
な
ど
地
形
的
リ
ス
ク
の
少
な
い
稜
線

が
い
い
。
コ
ー
ス
上
に
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト

が
あ
り
、
緊
急
退
避
で
き
る
山
小
屋
が
あ
る

こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
夏
に
歩
い
た
こ

と
の
あ
る
縦
走
路
や
、
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
で
登

っ
た
こ
と
の
あ
る
山
を
絡
め
て
計
画
し
た
い
。

大
き
く
異
な
る
。
気
象
条
件
や
地
形
、
雪
面

の
変
化
に
合
わ
せ
て
こ
ま
め
に
装
備
を
使
い

分
け
る
こ
と
が
、
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
登
山

に
つ
な
が
る
。

　
樹
林
帯
で
は
、
雪
面
が
凍
結
し
て
い
な
け

れ
ば
ア
イ
ゼ
ン
は
不
要
な
こ
と
も
多
い
。
傾

斜
が
ゆ
る
い
な
ら
、
手
元
も
ピ
ッ
ケ
ル
よ
り

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
が
よ
い
。
体
温
に
合

わ
せ
て
調
整
し
や
す
い
よ
う
、
薄
手
の
イ
ン

ナ
ー
グ
ロ
ー
ブ
、
ニ
ッ
ト
帽
と
ネ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
マ
ー
な
ど
が
お
す
す
め
だ
。
森
林
限
界
か

ら
上
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
山
装
備
の
出

番
。
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ
ル
を
使
用
し
、
ニ

ッ
ト
帽
か
ら
目
出
帽
に
チ
ェ
ン
ジ
。
手
に
は

ウ
ィ
ン
タ
ー
グ
ロ
ー
ブ
を
重
ね
よ
う
。

ひ

雪

雪
山
縦
走
に
必
要
な

技
術
・
経
験
は
?

装
備
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
は
?

Q

Q

A

A

森
林
限
界
を
超
え
る
雪
山
の
経
験
と

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン
技
術
が

必
要
で
す
。

縦
走
ル
ー
ト
は
地
形
が

大
き
く
変
化
す
る
の
で
、

行
動
用
の
装
備
を

使
い
分
け
よ
う
。

頭部や頸部は体表近くに
太い血管があるため放熱
しやすい。ネックウォー
マーや帽子で保温しよう。
一方、強風下では鼻、頰
などが凍傷になりやすい
ので目出帽が有効。

稜線は目出帽、
樹林帯では帽子やネックウォーマーを

見
城 
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